
    年  月   日   週目 主日礼拝  信仰 人  生活            
未信者 夢 見 信  時   通     悪霊 働         者 信     自分 生  他 人 生           書 信仰 書    信仰 通  全 

    与     神様 信  人 助   信  時    通  成就     

1.信仰の生活 2.主を愛する生活 3.主の教会を愛する生活 4部「信仰の公式」
(へブ 11:1－2)

▲私たちはイエスがキリストである信仰を持つべきで

ある。

1)へブ 10:38(わたしの義人は信仰によって生きる。も
し、恐れ退くなら、わたしのこころは彼を喜ばない)
(1)行い、律法ではなくキリストの信仰で救われる。
(2)キリストの血によって全ての罪を赦された。
①キリストが全ての問題を解決をされた

②キリストを信じる信仰によって義となる

(3)ヘブ 11:6(信仰がなくては、神に喜ばれることはで
きません。神に近づく者は、神がおられることと、

神を求める者には報いてくださる方であることと

を、信じなければならないのです)
①キリストを信じていなければ主に喜ばれない

②キリストによって過去、現在、未来の問題を解決

(4)創 15:6(彼は主を信じた。主はそれを彼の義と認め
られた)
①神様はアブラハムの子孫を空の星のようにすると

言われた

②アブラハムは信じた－信仰によって義とされる

2)ヘブル 13:6(そこで、私たちは確信に満ちてこう言い
ます。「主は私の助け手です。私は恐れません。人間

が、私に対して何ができましょう」)
―神様は私の助け手である

(1)キリストを信じる者にサタンは手を出せない。
(2)イエスがキリストであることを信じる信仰を持て
(3)信仰によって世界福音化がなされ、天国への門が
開かれる。

(4)詩編 118:6(主は私の味方。私は恐れない。人は、
私に何ができよう)
―神様が私の味方で勝利をするようになる。

3)ヘブル 13:8(イエス・キリストは、きのうもきょうも、
いつまでも、同じです)
(1)キリストの信仰を持つ者に主が昨日､今日と働く
(2)イエスがキリストである事を信じることが全ての
勝利をする秘訣である。

(3)不信仰をする必要はない。

▲信仰の中にいる者は主を愛する生

活をするようになる。

1)ヘブル 13:12(イエスも、ご自分の血
によって民をきよめるために、門の

外で苦しみを受けられました)
(1)キリストはカルバリの丘で十字
架の苦しみを受けた。

(2)カルバリの丘はエルサレムの町
の外に処刑場があった。

(3)十字架で非常な苦しみを受けた
がその苦しみは私を救い出すため。

(4)キリストの苦しみを知る人は
迫害の中でも信仰を捨てない。

2)ヘブル 13:13(ですから、私たちは、
キリストのはずかしめを身に負っ

て、宿営の外に出て、みもとに行こ

うではありませんか)
(1)キリストを信じる人は信じる
信仰をますます強くして下さる。

3)へブル 13:15(ですから、私たちはキ
リストを通して、賛美のいけにえ、

すなわち御名をたたえるくちびる

の果実を、神に絶えずささげようで

はありませんか)
(1)礼拝者の祝福
(2)主に感謝を献げ賛美し礼拝する
者になる

(3)私が一番の礼拝者になることが
出来るように。

▲礼拝者になるほど主の教会を愛する生活となる。

1)兄弟を愛する－ヘブル 13:1-5(兄弟愛をいつも持って
いなさい。旅人をもてなすことを忘れてはいけませ

ん。こうして、ある人々は御使いたちを、それとは知

らずにもてなしました。牢につながれている人々を、

自分も牢にいる気持ちで思いやり、また、自分も肉体

を持っているのですから、苦しめられている人々を思

いやりなさい。結婚がすべての人に尊ばれるようにし

なさい。寝床を汚してはいけません。なぜなら、神は

不品行な者と姦淫を行なう者とをさばかれるからで

す。金銭を愛する生活をしてはいけません。いま持っ

ているもので満足しなさい。主ご自身がこう言われる

のです。「わたしは決してあなたを離れず、また、あ

なたを捨てない)
(1)教会の為に祈る時に聖霊が働きより大きな答え
①聖徒は教会の為に成功をするように。

②教会、聖徒の為に何を献身をするべきか考える。

－信仰と愛を味わうと聖徒を愛するようになる。

(2)偶像崇拝は不品行と結びつく―不品行×
(3)金銭の欲望に従わなくても福音の中に全てある。
(4)未信者が救われて教会化する信仰の中心を持つ。

2)牧師―ヘブ 13:7(神のみことばをあなたがたに話した
指導者たちのことを、思い出しなさい。彼らの生活の

結末をよく見て、その信仰にならいなさい)
・キリスト中心、教会中心、牧会者中心の信仰を持つ

3)ヘブル 13:16(善を行なうことと、持ち物を人に分ける
こととを怠ってはいけません。神はこのようないけに

えを喜ばれるからです)
・全を行うこと－信仰生活の方法である。

▲結論：①未信者も夢を具体的にイメージをしている

―悪霊が働き夢を成就をするが失敗する。

②キリストの信仰を持つ時に真の成功を受ける

③信じる分だけ愛するようになる。

④愛の故に神の国、神様の願いの為に祈る。

⑤福音、教会のために祈る時に奇跡が起きる。

1．信仰の人々の生活
1)信仰の生活
ヘブ 11:6 J＝X
へブ 13:8
2)主を愛する生活
へブ 13:12－13
へブ 13:15
3)教会を愛する生活
へブ 13:1－5
へブ 13:7
へブ 13:16

2．信仰の公式
1)Covenant
使 1:1、3、8
2)Vision
3)Dream
4)Image
―集中、3つの今日
5)Practice

3．3つの Dream
1)教会
2)M.S
レムナント

3)神学校



区域地教会（2018 年 8 月 26 日～9月 1日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「信仰の人々の生活」(ヘブル 13:1-8)

【讃美】 133 きのうも今日あす

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ

・ 8月 27日―30日 大学修練会

・認定子ども園の新設のためにお祈りと献身。

・ 8月 28日(火)～9月 15 日(土)主任牧師メキシコ、パナマ、

ブラジル宣教

・ 9月 22日～24日 本部集中伝道神学院(名古屋)

・ 10月 2日～3日 日本伝道集会(名古屋―今池ガスホール)

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


